
第 3章京都大学病院構内A Fl9 区の発掘調査
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1 ；周究の経過

本調査区は，熊野神社の北約150m，聖護院の西約250mにあたり，京都大学医学部附属

病院東構内の東南に位置する（図版 1 141 ）。ここに全身用 NMR-C T 装置棟の新営がロト

固されたため，新営予定地に4ケ所の試掘坑を設け，遺跡の確認と層位の観察をおこなっ

た。その結果， rjct ・近世の遺物包含層を確認できたため，新営予定地全域の発掘調査を実

施することになった。

木調査IK一帯は，古代末に六勝寺を中心に展開した白河街区の北辺にあたる。また，康

和 5 (1103 ）年に国城寺の僧増誉が創始した聖護院と，その鎮守社熊野社の所領地に合まれ

てL、た。室町時代には聖護院村が成虫し，近世後半は読菜類を主産品とする近郊農村とし

て栄えた。江戸中期ごろからは文人墨客のつどう所ともなり，幕末には富岡鉄斎（両家），

大田垣蓮月（歌人）, Iド島華陽（画家）' 1't 名海屋（書家）らが住んでいたことが知られてい

るO なかでも大田桓蓮月 11111 土，富岡鉄斎が描いた「聖護院村略図JC 図28 ）より，木調査区の

南側付近に比定することができ，~月の住居に関連する遺構の検出や， fg月ゆかりの遺物

の発見が期待されていた。

2 層 位

現地表は東から西に向け緩傾斜を呈しており，調在区東端で標高約48.2m ，西端では約

48,0mをはかる。基本的層序は表土（第 1I冒），黄褐色土（第2 層），黄灰色シルト（第9層），

茶褐色砂（第IO層）の順である（図21) 。黄褐色土は近世の遺物を包合している。寅灰色シノレ

ト，茶褐色砂は無遺物層であり，地山を形成する。調査区東半には，黄灰色シノレトを掘りこ

み肩部に護岸用と推定される石組を配した池が存在する。埋土は青灰色シノレト（第8／爵），

青灰色土（第4層），青灰色砂醸（第3 層）の順に堆積している。百ー灰色、ンノレトは黄灰色、ンル

トが池の水の浸透により変色したものと考えられる O 池のだJ!. 土は古代から近世までの遺物

全含んでいる。この池を埋め立てる際に周辺の遺構や包含）唇を削平したため，古代から近

世の遺物を包含する結果となったと考えられる。また，西半では黄灰色シノレトを断ち切っ

て，赤褐色砂磯（第7層），灰掲色砂磯（第6層）, #1_ 白色砂（第5層）が順に；堆積している。
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図21 調査広中央畔北慢の層位縮尺1/100

これらは高野川系の旧流路に堆積したものである。黄白色砂からは縄文後期前・中葉の土

慌が出土した。

3 
、_11::,.
)~ j/li 

本調査区では，縄文後期の遺物を含む高野川系の旧流路，中世の土耳元り穴，近世の池，

井戸，野壷， l冊，こと坑を検出した（図版14 ・15 ，区122 ）。

高野川系の旧流路は北東から南西へ向かつて流れている。流路の東端は，黄灰色シルト

（第9層）をほぼ垂直に削り込んでいる（図21) 。流路の西端は検出していなし、。包含する遺

物より埋積したのは縄文後期以前と考えられる。

不定形土坑 S KIO は，木調査区の北約 300 mの医学部構内東半部で検出した遺構に酷似

し医学部構内の不定形土坑と同様に土取り穴と考えられる〔五十川 86 pp.29-30 〕。採取
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の対象はいずれも黄灰色シルトであり，出土遺物もほぼ同時期の14 世紀のものである。

調査区東半では，近世の池 S G Iを検出したO 南北約16 rn，東西約 9 rnにわたって検出

検出遺構図22

こぶし大の

石が約 1 mの厚さに組まれている O 出土遺物の大半は近世後半のものであるが，古代・中

世の遺物も混じる。とくに12～13世紀にかけての瓦が多く，調査区周辺に瓦葺き建物の存

在をうかがわせる。

SK9 は東半音gを撹乱された，径約 2m ，深さ約O. 4m の土坑で， 18 世紀の遺物を含むo

SK6 は南北1. 5 rn，東西 I Ill ，深さO. 4m の長方形の土坑で18 ～ 19 世紀の遺物を含む。

したが，その東半部は調査区外にあり，その全容は不明で、ある。池の岸には，

S E I SE3 は漆I食を張った野査である。SES ～S ES は桶を埋め込んだ野査で，

SE2 は円形これらの野査は調査区南端に一列に弦ぶ。SE4 はやや小さい野査であり，

掘形円形石組の井戸で，底に円形の水溜めをもっO 肥料を希釈するための井戸で，野査に

ラチス状遺構や柵 S A l～S A4 は耕作にかかわる遺構で，ともなうものと考えている O

その方位は野壷群とともに東へ約r ふる。いずれも 19 世紀の遺構と考えられる。
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sx lは東西約 }Orn，南北約 4 rn，検出面からの深さ O. 7 rnの土坑である。ここから整

理箱 7箱にのぼる近世陶磁器が出土し，この中に，いわゆる「蓮月焼jとよばれる茶器が数

十点含まれていた。幕末に本調査区の南に居を構えた大田垣蓮月に関わるものであろう。

4 
、，，，
J主主、 4句

員白色砂から，縄文後期前・中葉の土器が出土した（図23 ）。

II lは，［J唇音II内聞をやや肥厚させ，口端部に沈線，口縁外面に平行沈線を施し，その

間を垂下沈線で伝画している。 II2 • II 3 は， 3 本沈線による平行帯文を構成する。 II2 

の場合，沈線の先端を互いに絡ませる特徴的なあり方を示している。 II4 は， Il縁内面を

肥厚させ，「く」字形J:J縁を呈している。 口唇部には I条の沈線と，刺突文が施される O

これら II1～II 4 は福田K E式の特徴を示す。このうち， HIは口縁形態からは中津式の

特徴を残す。また， II4は四ツ池型の範隠で捉らえられる。

II 5は，口縁内面を肥厚させ， 「く」字形口縁を呈するものであるが，内面の肥厚度は

弱く， II4 よりも型式学的に下るものである。 II6は口縁内面に l条の沈線を施すものo

II 8は， ｝）巴厚仁i縁を坐するものの， JJ ・頭部の庄は不明瞭である。半舷竹管状工具による

条線文を施し，口縁部と頭部では条線の方向を異にしている。 II9も同様な施文をなすo

II 7は関東系の土昔話である。菱形状の区画帯を L Rの縄文で充J~ し， μ：画千＃；を箆状工具に

よる綾杉文でみたす。幼il ノ内 E式系である。このようなII5～II 9は北白川上層式に相当

し， II5は l期， II6 ～II 9は 2期にあたろう。

II 10～H 13は組製深鉢である。日10は巻只による擬似縄文を施すもので， i瓦大阪市縄手

遺跡〔東大阪rli 遺跡保護調査会76Jや長岡京iii下海印寺遺跡〔波辺誠82〕に類例がみられる o

II 1 Iは内外巻貝条痕， E13は内外二枚貝条痕で外面を撫で消したものである。 H12は，外

而を荒い撫で，内面を削りで調整している。胎土に角閃石を含む。これら粗製深鉢は北白

川上層式を中心とする段階のものであろう。

II 14はくぼみ底をなす底部で，底面から外反して胴部へ聞くものである O 和歌山県下尾

井遺跡の分析〔小野山・清‘水79 pp.63-4 〕によれば，後期中葉の特徴であろう。

以上，後期前・中長一の縄文土器は，高野川系l日流路に埋おしていたものである。これら

には，磨滅の著しいものもあるが，遺存状態の良好なものも多い。調査区東側の聖護院西

門付近からは，北白川上層式2 期の溝が検出されている。吉田山から岡崎にかけては微高

地を呈し，北白川扇状地上の縄文集落と一連のものであった可能性が高L、。本調査区出土
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図23 縄文土器

土器も，このような微高地上の遺跡から流れこんだものであると考えられる O

SK9, SK6, SX lからは，近世の良好な一括資料が出土した（図24 ～26 ）。

II 15 ～II 26 はS K9 出土の遺物である O II 15 ～H 19 は口径9.5 ～10.8cm の土師器の皿で，

やや丸みをおびた底部から強く外反した体部が立ち上がり，口縁部をかるく内につまむ。

見込みには「ほへJによる鋭い圏線がめぐる O II 15 • II 18 • II 19 の口縁部には煤が付着す

る。 II20 は口径5.5cm の小型の土師器lil1。II21 は内面に轄瞳水挽き痕を残し，外面に天目
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制を施した肩衝の茶入。 II22 は黄色味をおびた透明融を施した陶器の椀で，見込みに鉄絵

による楼閣山水文をもっO 底部中央に浅い円形の削り出しがあり， その横に「清水」の刻印

をもっO 畳付の i隔が狭いことや，高台脇の祁i境にみられる淡い桃色:Ex£がないことから，伊

万里産の「京焼写しJと思われる。 II23 は内外全面に白化粧を刷毛で施した唐津と忠われる

腕。見込みの利lを円形に掻き，見込みと高台底部に離れ砂が付活：する o Il24 ・II 25 は天口椀。
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SK9 出土遺物CII 15 ～II 20 土師器皿， II 21 肩衝茶入， 1122 京焼写し椀， II 23 唐津椀， II24 ・
II 25 天日椀， II26 染付蓋）， S K  6 出土造物CII 27 ～II 32 土師探皿， II33 焼極査蓋， II34 焼塩産，
II 35 ；.£；、須， II36 ・II37 燈明llll, II 38 ・II39 土瓶蓋， II40 ・II41 燈明皿， II42 • II 43 燈明受皿，

II 44 陶M椀， II 45f 句付蓋， II 46f 刷、J, II 47 陶器椀， II 48 染付椀）

図24
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遺物

II 26は染付の蓋で，内面中央にも粕を施す。 18世紀の一括資料と考える。

II 27 ～II 48は， SK6出土の遺物である。 II27 ～II 32 は土師器llllo II 27 • II 28f土丸みを

おびた底部から，弱く外反した体部が立ち上がり，見込みに問線をめぐらす。 II27 は内面

に， II28は内外両面に煤が付着する。 II30～II 32 は小型の土師器皿。 II32 は内外に煤が付

着する。 II33 は内面に平織の布目圧痕を残す焼塩査の蓋。上面は平らで，端部を直角にま

げる。 II34は焼出査の身。 II35は灰白色の柚を施した薄手の2、須のJJ!id 音gで、ある。 II36・II

37 は陶器の小llllで外面底部は露胎である。燈明皿として使用したらしく， II37 には煤が付

着している。 II38は山水土瓶の蓋。 II39はとちり土）置の蓋で， K 緑色の柑を施す。 II40・

II 41は陶器の燈明皿である。内面に 3 イ闘のElあとを残し， 3 条の宿I描き沈線をもっO II 42 

• II 43は磁器の受皿で，燈明聞を受けるための立ち上がりをもっO 立ち上がりには，燈明

｜吐から泊り落ちた油を注ぎかえすための欠き込みがある。 II44は京焼きの11~で底部に「音

羽Jの刻印がある。 II45は磁器の蓋。 II46は陶器の蓋ものの身で，淡灰色の薄し、制を施す。

器壁は薄く，内面に離轍の水挽きのあとを残す。 II47は陶器の凶。 II48は染付の怖で，見

込みvこ「寿Jとかかれている。以上の資料は18世紀後葉がら19世紀前葉のものと考える。

II 49～II 96はS XI 出土の遺物である。 II49～ II54は土師器の皿で， II49～ II52は見込

みに閏線を施す。仁l径は 9 ～13cmをはかる。 S X l出土遺物のι！？で土師慌の占める割合は

小さく，造りも全体に稚拙であり，土師器の終末期の様相を呈する。 II53v:t底部に糸切り

浜を残す。 JI55は土師器の焼棋を。粘土塊から糸切りによって切り取った粘土板をI削げて

つくったもので，内外面に糸切り痕を残し，曲げあわせた継ぎ目も未調整のままである0

II56～II 58は陶器の， II59は磁器の燈明f!JJ. で， JI56・II58• II59は3 つの日あと， JI57は

4つの目あとが見込みに残る。 II56は燈芯をかけるために口縁部に欠き込みを施してい

るo II 60～II 65は殴明血の受皿o JI 60・II61• II64 • II65は磁器であり， JI62 • II 63は陶

器である。 II66は茶渇色の紬を施した磁器の乗燭で，露胎の底部には糸切り1肢が残る。 H

67～II 70 は磁器の油差と蓋。 II67 • II 68は茶褐色の馳を， II69 • II 70 は黄灰色の粕を施

す。 II71 • II72 は陶器の油差と蓋。油差はいすやれも内面に水挽きのあとを残し， J主受けと

外底部は露胎である。蓋のつまみはいずれも退化している。 II73 は陶器の小皿で，栗田焼

らしく，露胎の底部に「岩倉山Jの刻印をもっO II 74は山水土瓶の蓋。 II75 ・II76はつまみ

に亀を型どった急須の蓋で，／！｝（緑色の和Iを施す。日 77 は外国に鶴が＂！＇£拍きされた陶器の小

椀で，煎茶器である。底部は語胎で割高台がつく。 II78～II 82は磁器の摘。 II83は磁器の

蓋。 II84は蛸唐草文言ど施す磁器の向付。 II85～II 87 は陶器のゆきひらの蓋である。 II85・

49 



京都大学病院構内A F 19 区の発掘調査

ミミ＝＝~ 《又~ て "ii' 

官
ll53 

亡こ l孟弓50 、対＝ーイ52 ＼ー」盟国d’
ll54 

てて－:r云 又ニコーノ x；斗十／ 宍三~
=-'"][58 ll59 

て圃.......][56 lI 57 

てよ二~ ミ羊巧62 てミミヨ孟F

書“
lI 64 

て三~ 受話~63 ーミ主主二泊F
ll65 

ll61 

当言孟＝’i's? 4三孟為69 全ブ舟 =4i71

にD
@ 
モ名 てこ斗〆~ マぎ聾7;.,

長J

祉J
古」 181 

金基L ！ 
。

図25 S X l出土遺物（1)( II 49 ～ II 54 土師器皿， II 55 焼塩壷， II 56 ～］］ 65 燈明皿. ]]66 采燭，

II 67 • II 69 ・II 71 油差蓋， II68 ・II 70 ・II 72 油差， II 73 京焼椀， II74 ～ II 76 土瓶蓬，
II 77 煎茶椀， II 78 ～ II82 染付椀， II 83 染付蓋， II84 染付向付）
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図26 S X 1 出土造物（2)( II 85～喜容？ゆきひら支援， ]1881少数ひら， 目的陶器銭， II 90 涼；炉，

II 91・五百2綴前すり鉢）
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II 87は上面に同心円状に掛けた茶褐色の漁hの上に，白泥による「L、っちん書きjを施す。 E

86・II87は上面に「飛び飽Jがかけられている O II 88はゆきひらの身。胴部外面には蓋より

やや荒めの「飛び飽」がかけられている O 「寄」の文字のある型押しの把手が注ぎ口と直角に

つく。内面は若受けをのぞく全面に，外面は上半部に鉄粕を施す。 II89 は l対の把手をも

っ陶器の鍋で，蓋受けと外底部をのぞく部分に灰緑色の粕を施す。 II90は素焼きの涼炉0

2対の耳と 3脚の足をもち 3個の受けを口縁部にもつO 風口は下にあり，多数の穴をあけ

た中底をもっO II 91は口径約 1尺， II92は l尺 2 寸をはかる備前のすり鉢で，いずれも粘

土紐を積み上げて成形したあと聴櫨で整えている。口縁部に幅広い縁帯を形成し，外面に

2条の回線をめぐらす。口縁部内面にも 2条の回線をめぐらす。注ぎ口は口縁部をわずか

に外方に押し出しただけのものである。内面のおろし目は， II91は12条単位の， II92はl1 

条単位の櫛描きを施す。見込みには，いずれも放射状に 6条単位の櫛描きを施す。 l底部に

は離れ砂が付着し，一部に板自の痕が残る。これらの資料は19世紀中葉のものである。以

上のほか， S XI から出土した遺物のなかに，和歌を釘彫りした茶器がある O 幕末の歌人

大Ill 垣蓮月の手によるもので，これについては節を改めて述べる。

5 大llJ±Ii 蓮月と:l'i~fil rs・r:村

大[B 垣蓮月 (1791 ～1875 ）は幕末の女流歌人である。 40 代のはじめごろ，くらしのため白

詠の歌を子づくねの茶器に釘彫りしてみたところ，その雅趣が当時の文人墨客の間に高揚

していた煎茶趣味に受けいれられ，大いに評判となり，多くの人が押しかけた。人に会う

ことを煩わしく思う蓮月は，頻繁に引っ越しを繰り返し，岡崎，聖護院一帯を中心に百万

遍，北白川，方広寺界限を転々とした。晩年，商賀茂神光院に落ち着・くまで，ヲ｜っ越しは

30 数回におよび，「屋越蓮月」とよばれたほどである。本調査区のすぐ南に蓮月が住んだの

は，文久年間のことと考えられる（図28）。

後に二代目蓮月となった黒田光良の伝える蓮月の履歴によれば，「陶器は江州信楽式，

土は京都の神楽同，陶器窯元は三条帯山，五条六兵衛依頼，又は下河原黒田等なり」とあ

るO 神楽I刈（吉田山）周辺の土を手づくねで成形し，粟田や清水の窯元のど去を｛昔り，焼成し

ていたらしし、。大半は陶器であるが，わずかながら磁器もある。技巧にはしらず，素朴な

越をもつものが多い。この蓮月焼と考えられるものが，本調査区の土坑 S X lや表土から

出土した（図27 ）。

JI 93 は筆で歌を書いた徳利で，黄白色の粕がかかる。手づくねのため，全体になめらか
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京都大学病院構内A Fl9 区の発掘調査

な凹凸がある。注ぎ口は指でひねり出し

ている。 II94 ～II 96 は焼き締めの急須の

蓋と身である O II 94 は松笠をつまみとす

る蓋で湯気抜きの穴があく。裏面にある

「蓮月」の銘は釘彫りで，なめらかな書体

である。 II95は蓮の葉をかたどった蓋で、

ある。裏面に釘彫りの「蓮月Jの銘をもつ

が，線はやや硬し、。蓮をモチーフとする

ことから，三代目蓮月・黒田光良の作で

ある可能性がある。 II96 は胴部が球形を

なす急須で、ある。表面には，手づくねの

指圧痕を残し，なめらかな凹凸がある。

注ぎ口は胴部を成形の後，茶こしの穴を

外側jから突き刺してあけ，取り付けてい

る。底は半球形にくぼんだ碁笥底であ

る。 II97は磁器の鉢で、ある。っくりが非 図28 聖護院村略図左方北

常によく，釘彫りの和歌の書体には勢いがある。高台はないが，日誌の平面形が隅丸方形

であることや，器形から，菓子鉢と考えられる。

蓮月焼のなかに，和歌の筆跡は非常によく似ているが，っくりの若干違うものがある。

これは垂水文子の手によるもので，「文子蓮月Jとよばれているものである。 S XI から

は，裏に「琴松文子Jの銘のある蓋物の蓋が出土している。本調査区から出土している蓮月

焼のなかの何点かは「文子蓮月」である可能性もある。

sx lからは蓮月焼のほかに急須や素焼きの涼炉などの茶道具が，京焼の椀や皿I，備前

のすり鉢ーなどの日常雑器とともに，大量に出土しているが，完形品はほとんどない。 sX 

lは失敗作や，破損した日常雑器を投棄するための土坑であったと考えられる O

聖護院村に文人墨客が集り始めたのは江戸時代中期ごろといわれ，この傾向は幕末まで

続く。凶28は富岡鉄斎が晩年に，安政～文久年聞にかけての聖護院村の様子を思い出しな

がら描いた「聖護院村略図Jである O 蓮月，鉄斎はもとより，円山派の画家の中島華陽，

同じく画家の小田海イ111 ，近衛家に仕えていた歌人税所敦子，京で女流歌人として蓮月とと

もに名高い高品式部や，三輪貞｛言尼，書の大家貫名海屋，儒者で詩人としても有名な中島
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小結

椋隠のほか，町人出身の勤皇家西川耕蔵の名がみえる。なお，このときの鉄斎の居宅は，

もと蓮月の住んで、いた所で、ある。

6 小結

今回の調査では近世後半の良好な一括資料が多数出土L ，この時期の土恭の編年の手が

かりを得ることができた。とくに大田垣蓮月にかかわる S X Iは，蓮月が調査区の南に住

んでいた時期が文久年聞のみとと考えられており， 19 世紀中葉のごく限られた時期に比定

できる貴重な一括資料である O JI月の手による遺物も多量に出土し，蓮月焼に関する多く

の知見も得ることができた。また，検出した近世の遺構群から，調査区の南端に一列にな

らぶ野壷群の北にはラチス状遺構と柵列をともなう畑が広がり，南には道をへだてて蓮月

の住居をふくめ，聖護院村の集落がつづく近世の景観を復原することができた。

また，近位の石組の護岸をもっ池 S G Iからは12 ～13 世紀の瓦も出土している。この時

期の瓦葺き建物が本調査区周辺に存在していたことをうかがわせ，今後の調査の課題とな

った。このほか，本調査区で検出した高野川系旧流路の上面から，縄文後期前・中葉の土器

が出士した。ほ左んど摩滅していないことから，流路の埋積した時期の下限を示すものと

思われ，高野川l系流路の形成および，その後の地形の変遣を知る上で貴重な資料を得た。

なお，伊万里産の「京焼写しJについては，同志社大学の鈴木重治氏と京都市社会教育総

合センターの併H＋子氏の御教示を得た。蓮月焼に関して，西賀茂神光院の住職徳田光闘氏

と京都府立総合資料館の松本秀樹氏の御教示を得た。また，鉄斎の崎いた「聖護院村略図J

は鉄斎美術館の富岡益太郎氏より資料提供をうけ，辰馬考古資料館の高井悌三郎氏より御

教示を得た。末筆ながら御礼申し上げます。

〔注〕

I 京都市埋蔵文化財研究所の百瀬正恒氏の御教示による。

2 長さ 2尺｛立の手織の布を折りたたんで， 中央部を縛った土器製作用具で，器面の調整に用いる

〔島田31 pp. 30-5 ，第 4 図〕。大きめの土師器血の調整をおこなうときは，「ほへJの中に竹を入
れて撫でるため，見込みに圏線を生じる。

3 大田垣蓮月に関しては，以下の文献を参照した。

村上素道『蓮月尼全集』 1927 年

徳田光国・村井康彦・篠田桃紅・元津真知・稲垣行一郎 『大田垣蓮月』 1982年

松本秀樹『大田垣蓮月』京都府立総合資料館編 1984年

4 神光院の住職徳田光図氏の御教示による。
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